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二
月
期
（
十
月
～
一
月
分
）
の
児

童
手
当
が
、
二
月
十
目
ご
ろ
に
、
皆

さ
ん
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口

座
に
振
込
み
に
な
り
ま
す
。

　
支
給
額
は
十
八
歳
未
満
の
児
童
の

う
ち
出
生
順
に
数
え
て
、
三
人
目
以

降
の
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
五
千
円
（
昭
和
五
十
五

年
度
市
民
所
得
割
額
の
な
い
受
給
者

は
六
千
五
百
円
）
で
す
。

　
な
お
現
況
届
時
と
変
っ
た
状
態
が

受
給
者
や
児
童
に
起
り
ま
し
た
ら
必

　
り

州
，
魯
鐸
鋸
，
」
－
…
”
，
声
輔
ー
奪
，
醜
8
1
，
」
－
鼎
一
津
－
9
，
－
繍
－
亀
聖
，
…

…
毅
甥
の
轡
救
織
霧
．
㎜
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岬
．
謙
響
叢
轟
携
訟
燈
礁
講
雛
…

…
描

ぼ

譲
糞

り
　
ぎ

…
盤

…
、
懸
．

醸購

塵
粂
病
、
F
薩
騰
叢
懲

　
　
騰
7
の
綿
織
鍵
8
蕃
“

滋
村
講
擁
窮
曇
慧
．

－
奪
鋸
7
β
3
垂
鑑
鑛
篭

翼
鳥
癒
鍵
諜
牒
、

　
　
毒
魏
顯
諺
譲
撒
灘
妻

、
繊
勲
灘
．
蕪
蕪
響
灘

黍
鞭
撫
霧
響
鰭
灘
雛
，

捲
麟
禰
瓢
驚
鼎
携
瀦
極
3
霧

．
騨
鷺
購
麓
購
濃
慧

欝
葦
7
歴
滋
響
慧
毒

蟻
犠
饗
霧
蟻
、
騨

　
　
糠
慧
め
拶
織
燦
黛
毒

ず
市
民
生
活
課
年
金
係
（
B
七
－
三

一
二
番
内
線
二
一
八
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
い
っ
そ
う
安
く
…
：

　
　
1
一
月
二
十
七
日
か
ら
1

　
電
話
料
金
が
割
引
に
な
る
二
つ
の

サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
　
青
森
・
大
阪
な
ど
遠
距
離
の
ダ

イ
ヤ
ル
通
話
料
を
対
象
と
し
た
「
深

夜
割
引
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

②
従
来
の
「
夜
間
割
引
」
の
適
用

時
間
帯
が
、
早
朝
・
夜
間
と
も
さ
ら

に
一
時
間
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
　
「
深
夜
割
引
」
は

三
百
二
十
キ
。
材
を
超
え
る
遠
距
離
区

間
で
「
午
後
九
時
か
ら
翌
目
の
午
前

六
時
ま
で
」
の
間
の
通
話
料
金
は
、

昼
間
の
約
六
割
引
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
深
夜
割
引
は
、
交
換
手
扱
い
の

通
話
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
「
夜
間
割
引
」
は
現
在
六
十
キ
。
材

を
超
え
る
区
間
に
つ
い
て
午
後
八
時

か
ら
翌
日
午
前
七
時
ま
で
を
昼
間
の

約
四
割
引
と
し
て
い
る
の
を
、
そ
れ

ぞ
れ
一
時
間
拡
大
し
、
　
「
午
後
七
時

か
ら
翌
日
の
午
前
八
時
ま
で
」
に
な

り
ま
す
。

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
お
ね
が
い

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
狩

猟
期
間
中
の
猟
銃
に
よ
る
電
話
ケ
ー

ブ
ル
線
の
故
障
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
次
の
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
電
話
ケ
ー
ブ
ル
周
辺
で
発
砲
し
た

り
、
ケ
ー
ブ
ル
に
向
か
っ
て
の
発
砲

を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
」

寄
付
あ
り
が
と
う

　
歳
末
助
合
い
募
金

　
▼
宮
沢
藤
作
（
田
中
町
本
通
り
）

七
千
円
　
▼
十
日
町
市
公
民
館
老
人

講
座
生
一
同
　
　
一
万
円
　
▼
桑
原
正

治
（
新
座
）
　
タ
オ
ル
他
十
一
品
…

十
日
町
・
中
条
各
病
院
へ
　
▼
新
川

屋
酒
店
　
も
ち
二
十
四
個
入
れ
十
六

箱
　
▼
大
津
タ
ケ
（
魚
之
田
川
）

三
百
五
十
四
円
（
一
円
玉
）
　
▼
阿

部
正
平
（
四
日
町
新
田
三
）
　
三
千

円
　
▼
立
正
佼
正
会
十
日
町
支
部

十
万
五
千
三
百
五
十
四
円
　
▼
十
日

2
月
分
乳
研
“
児
検
診
」
育
児
栂
嚢
臥
程
表

事
業
名

期
　
β

受
蝕
時
閥

会
場
名
対
象
考

参
集
区
域

備
考

3
歳
兇
検
診

2
月
弼
日

　
（
水
）

午
後
1
時
婚
分

～
2
癖

勢資
少
年
添
ー
ム

52
無
8
蕩

生
れ
の
入

総
W
瞬

五
吊
さ
毒

塾
礎
だ

索
“
く
く

ま
ケ
で
で

り
ン
い
い

選
ア
お
お

を
（
は
に

書
た
恩

知
　
か
次

樋
齪

検
、
当
か

み
　
譲
い

命
　
も
な

捗
　
て
れ

検
　
く
ら

兇
　
な
楽

海
　
瀞
め

力
　
彊
た

鄭
鵠

叢
鰯
簿

1
歳
6
ヵ
月

児
・
検
診

2
月
13
日

　
（
金
）

午
後
1
碕
婚
分

5
2
織

勤
勇
．

青
少
年
ホ
聾
ム

猷
年
8
湾

岱
れ
み
人

　
、

　
も

　
総

域
訳

　
紳

　
K
姦

　
髄

管
児
学
級
並

び
に
4
毒
月
呼

饗
携
簗
．
（
水
）

2
月
2
5
β

年
後
1
鰺

～
1
博
溺o
分

ヂ
β
霞
公
民
鍵

蕊
年
⑩
月

生
れ
の
人

驚
兇
相
綾

2
潟
2
0
β

　
（
金
〉

年後玉

晦
蕊
分

　
　
　
辱

～
3
織
3
0
分

鰍
．

　
ζ

牽
β
駐
公
民
館

鋳
年
4
乃

～
6
湾
生

れ
の
人

総
麟
凝

る
人
｝

十
日
町
。

州
治
・
六

簸
・
大
井

母
・
藪
座

鳩
区

3
歳
児
検
診

3
潟
4
β

　
（
水
騨

午
後
玉
時
欝
分

～
2
織

勤
労

膏
少
駕
幽
ザ
ム

52
隼
9
肩

生
耗
の
人

全
　
　
域

町
水
道
工
業
㈱
将
棋
愛
好
会
　
六
千

六
百
五
十
円
　
▼
十
日
町
砂
利
・
生

コ
ン
従
業
員
一
同
　
一
万
四
千
六
百

六
十
二
円
　
▼
匿
名
　
四
千
八
百
七

十
六
円
　
▼
常
角
熊
吉
（
魚
之
田
川
）

三
千
円
　
▼
村
山
ハ
ル
（
大
黒
沢
）

三
千
円
　
▼
庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新
田
）

一
万
円
　
▼
庭
野
ミ
ヨ
シ
（
昭
和
町

一
）
　
二
千
円
　
▼
庭
野
目
敬
　
三

十
万
円
　
▼
小
林
ツ
ル
（
昭
和
町
一
）

七
千
八
百
七
円
　
▼
真
浄
院
　
四
万

五
千
八
百
二
十
二
円
　
▼
大
島
又
蔵

（
新
座
二
）
　
一
万
円
　
▼
県
立
十

目
町
病
院
職
員
一
同
　
一
万
九
千
二

百
十
一
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
一
月
三
十
日
囲
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
田
中
町
本
通
り
・

上
川
町
の
各
一
部
、
▼
二
月
六
日
囲

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
田
中

町
西
の
一
部
▼
二
月
十
七
日
㈹

午
前
十
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
峠
の

一
部
、
梅
沢

〔
★
　
豪
雪
の
た
め
、
作
業
停
電
の

日
程
が
大
幅
に
変
更
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
一
月
二
十
八
日
の
分
が
二
月
六
日

に
変
更
、
二
月
三
日
、
二
月
五
日
の

作
業
停
電
は
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
〕
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○
：

　
昭
和
二
十
年
以
来
の
豪
雪
に
み
ま

わ
れ
た
今
冬
は
、
二
月
中
旬
か
ら
の

暖
気
も
手
伝
っ
て
各
地
で
な
だ
れ
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
な
だ
れ
危
険
ヵ
所
が

六
十
四
ヵ
所
あ
り
ま
す
が
、
市
豪
雪

災
害
対
策
本
部
で
は
、
十
六
・
十
七

目
の
二
日
間
、
国
・
県
道
、
市
道
、

公
共
施
設
、
集
落
の
民
家
な
ど
の
危

険
状
態
の
把
握
と
交
通
状
況
の
把
握

を
す
る
た
め
、
九
班
を
編
成
し
、
市

内
七
十
一
地
区
の
危
険
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
県
道
関

・
・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

係
で
は
三
十
三
ヵ
所
の
危
険
ヵ
所
が

あ
り
、
十
三
ヵ
所
の
処
置
が
行
わ
れ
、

二
十
ヵ
所
の
危
険
除
去
を
要
請
し
ま

し
た
。
市
道
関
係
で
は
十
六
ヵ
所
の

危
険
ヵ
所
が
あ
り
、
五
ヵ
所
を
処
置

し
、
十
一
ヵ
所
の
危
険
除
去
の
手
当

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
民
家
な
ど
に

も
五
ヵ
所
の
危
険
ヵ
所
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
の

防
止
と
交
通
確
保
の
た
め
、
関
係
機

関
と
連
け
い
し
て
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
ま
す
が
、
本
格
的
に
発
生
す

る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
で
も
、
雪
ぴ
の
排
除
や
う
回

路
の
確
保
、
標
識
の
確
認
な
ど
に
よ

り
な
だ
れ
事
故
防
止
に
つ
と
め
、
特

に
、
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時
の
安

全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
な
だ
れ
の

前
兆
の
、
雪
面
に
き
裂
の
発
生
し
て
い

る
状
態
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、

至
急
、
市
豪
雪
災
害
対
策
本
部
（
盈

七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二
六
八
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

：
○

県交通災害共済に加入を
　～申し込みは3月末までに～

会
員
の
資
格

に
住
所
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
。

加
入
後
市
外
に
転
出
し
て
も
資
格
は

失
わ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
．

会
費
（
掛
金
）
　
年
額
三
百
五
十
円

（
大
人
も
子
供
も
同
額
）
。
中
途
加
入

　
　
　
　
　
6

す
る
場
合
も
掛
金
は
同
じ
で
す
。

共
済
期
間
　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
で
す
。
中
途
加
入
の
場

合
は
会
費
納
入
の
目
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

申
し
込
み
方
法
及
、
期
間
　
加
入
申

し
込
み
書
を
嘱
託
口
に
配
布
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
希
望
　
は
、
申
し
込

み
書
に
会
費
を
添
え
　
申
し
込
み
く

　
　
　
　
　
　
　
　
掴
L

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故

は
、
い
つ
ど
こ
で
あ
な

た
や
家
族
の
身
に
ふ
り

か
か
っ
て
く
る
か
し
れ

ま
せ
ん
。
万
一
の
事
故

に
備
え
て
、
年
額
三
百

五
十
円
の
安
い
掛
金
で

お
互
い
に
助
け
合
う
交

通
災
害
共
済
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
五
十
六
年

度
の
加
入
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
四
月
一
日
現
在
市
内

だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
三
月
一
日

か
ら
随
時
受
付
け
ま
す
が
、
共
済
期

間
が
四
月
一
日
か
ら
で
す
か
ら
、
で

き
る
だ
け
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
。

申
し
込
み
先
（
会
費
払
い
込
み
先
）

の
嘱
託
員
（
と
な
り
組
長
等
）
が
取

り
ま
と
め
る
町
内
は
嘱
託
員
へ

回
取
り
ま
と
め
を
し
な
い
町
内
は
、

直
接
市
役
所
（
市
民
生
活
課
環
境
係
）

か
市
農
協
各
事
業
所
及
び
、
市
内
の

各
金
融
機
関
（
労
金
を
除
く
）
べ

会
員
証
の
交
付
　
各

を
通
じ
、
五
　
ヒ
お
届
け
し
ま
す
。

見
舞
金
の
請
求
手
続
及
び
期
間
事

故
の
あ
っ
た
目
か
ら
一
年
以
内
に
、

会
員
証
を
持
参
し
て
、
市
民
生
活
課

環
境
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

見
舞
金
の
額
　
死
亡
の
場
合
の
百
万

円
を
最
高
に
、
治
療
の
程
度
に
よ
り

二
万
円
ま
で
で
す
。
詳
細
は
同
封
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
支
給
対
象
と
な
る
交
通
事

故
及
び
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
時

　
歩
行
中
に
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
汽
車
、
電
車
な

ど
の
国
内
で
起
き
た
交
通
事
故
が
対

象
と
な
り
、
無
免
許
や
飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
、
故
意
や
重
大
な
過
失
に

よ
る
場
合
、
天
災
地
変
に
起
因
す
る

場
合
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

『
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大盛況だった…

～あなたにとって今回の雪

　
第
三
十
二
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、

二
月
十
四
・
十
五
日
の
二
日
間
、
約

三
十
五
万
人
の
人
出
を
記
録
。
市
内

の
各
会
場
と
も
活
気
あ
ふ
れ
た
素
晴

ら
し
い
祭
典
と
な
り
大
成
功
で
し
た
。

　
“
雪
を
白
い
友
だ
ち
に
し
て
…
…
”

四
材
を
超
え
る
豪
雪
下
で
開
催
さ
れ

た
今
回
の
雪
ま
つ
り
は
、
市
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
〃
雪
ま
つ
り
は
何
か
〃

“
雪
を
克
服
す
る
ご
と
と
は
何
か
”
な

ど
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

◎
こ
の
人
に
聞
き
ま
し
た
◎

魅

▲ミスさっぽろ
　（左）山田弘美さん（右）大野裕子さん

1
女
　
優
－

　
　
　
　
　
左
　
　
幸
子
さ
ん

　
昨
年
、
テ
レ
ビ
で
拝
見
し
て
驚
き

ま
し
た
が
、
実
際
に
見
る
機
会
を
得

て
、
涙
が
出
る
ほ
ど
の
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。

　
私
も
雪
国
（
富
山
県
）
の
生
ま
れ

な
の
で
す
が
、
雪
の
中
の
生
活
を
、

こ
ん
な
に
も
楽
し
く
、
明
る
く
す
る

工
夫
を
し
て
い
る
み
な
さ
ん
に
、
本

当
に
感
心
を
い
た
し
ま
し
た
。

ー
ミ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
ー

　
　
　
　
山
田
弘
美
さ
ん

　
札
幌
の
雪
ま
つ
り
が
、
商
業
べ
：

ス
の
中
で
、
華
麗
で
も
冷
た
い
感
じ

が
す
る
の
に
比
較
し
て
、
十
日
町
の

雪
ま
つ
り
は
“
あ
た
た
か
さ
”
が
あ

る
こ
と
に
強
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
六
つ
も
広
場
が
あ
る
こ
と
に
驚
き

市
民
総
ぐ
る
み
で
、
作
り
あ
げ
た
と

い
う
こ
と
、
手
づ
く
り
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

贋
ー
冒
－
層
一
－
巳
I
I
I
層
I
I
ー
■
目
一
1
ー
置

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の

　
　
　
関
口
静
雄
さ
ん

　
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
雪
ま
つ

り
が
“
大
成
功
”
と
な
っ
て
、
喜
ん

で
い
る
ひ
と
り
で
す
。
雪
の
量
が
多

く
処
理
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
こ
の
広

場
に
参
加
し
た
高
校
生
や
若
い
青
年

達
と
と
も
に
成
功
を
祝
い
た
い
。

わ
ん
ぱ
く
広
場
の

　
　
　
　
大
津
松
雄
さ
ん

　
こ
の
わ
ん
ぱ
く
広
場
は
、
こ
ど
も

た
ち
が
心
の
底
か
ら
喜
こ
び
楽
ん
で

く
れ
れ
ば
そ
れ
で
良
い
広
場
で
す
。

　
今
年
は
例
年
よ
り
仲
間
の
参
加
が

少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
開
催
を
決

定
す
る
時
期
を
少
し
早
目
た
ら
…
。

（
獲
。
嬰
…
）

■
埼
玉
県
本
庄
市

　
　
　
山
ロ
義
有
さ
ん

　
四
十
五
人
の
団
体
で
き
ま
し
た
。

雪
の
舞
台
の
ス
ケ
ー
ル
と
芸
術
的
セ

ン
ス
に
は
敬
服
し
ま
し
た
。
忍
耐
強

く
雪
を
克
服
t
、
こ
れ
だ
け
の
事
業

が
や
れ
る
十
日
町
の
人
と
新
潟
県
人

を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま
し
た
。

■
群
馬
県
前
橋
市

　
　
　
萩
原
寿
子
さ
ん

　
雪
が
見
た
く
て
来
ま
し
た
。
カ
；

ニ
バ
ル
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
。

ま
た
、
各
広
場
も
そ
れ
な
り
の
個
性

が
あ
っ
て
本
当
に
楽
し
い
二
日
間
で

し
た
。
し
ょ
う
が
み
そ
を
つ
け
た
お

モ
チ
の
味
が
忘
れ
ら
れ
な
く
な
り
そ

う
で
す
。

　雪の芸術展審査結果

　■市長賞　世界にとどろけ平和

のひびき（一株一若草）　■商工会

議所会頭賞　雪の伝説（川原町晒

青会）　■織物工業協同組合理事

長賞　妻有の民話シリーズPART
皿（中央クラブ）　■議会議長賞

シルクロード（江道・猿倉部落）

■ロータリークラブ賞　童謡おく

しらまんじゅう（本町1r目4区）
●北ロータリークラブ賞　瞥女の

唄が聞こえる（上新田青壮年会）

■ライオンズクラブ賞　これ・…

いいなあ（下条商工青年部会）
■青年会議所理事長賞　童心一な猶箇麟難麟灘、．

つかしきふる里（ユースホステル　　　▲世界にとどろけ平和のひびき

＋目町グループ）　　　　　　　　㈱若草
▲これ…いいなあ（下条商工青年部会）

とどけ！

ふるさとからのメッセージ

党

雫　　2　
　
噛

　
ゆ
靭
　
　
　
飾

　
尊
鐘

　
蜜
㌦

わ
　
灘

疹

き
郎
」

鱒

5つの広場をめぐ

るラリーに5歳か

ら67歳までの53組

が参加しました。

（市外の人も多か
つた。）

1位金子良枝さん
　　　　（美雪町）

2位高木久美子さん
　　　（稲荷町4）

第1回雪上ウォークラリー

▲開会式の

　風船にのせて

ぐ西小学校6年
　宮里美さんの

　メッセージ

　
私
達
十
日
町
市
で
は
す
ご
い
豪
雪

の
中
で
三
十
二
何
雪
ま
つ
り
を
し
ま

す
。
城
ケ
丘
で
雪
上
力
i
ニ
バ
ル
。

町
で
は
店
や
六
つ
の
広
場
で
遊
び
ほ

う
だ
い
。
私
達
六
年
生
は
「
愛
と
ロ

マ
ン
の
広
場
」
で
雪
像
を
作
り
ま
す
。

こ
の
豪
雪
で
“
雪
ま
つ
り
は
中
止
”

と
い
う
声
も
出
ま
し
た
が
、
中
止
で

な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。

釦
風
船
を
ひ
ろ
い
ま
し
た

　
　
　
栃
木
県
太
田
原
市
　
　
　
　
劇

　
　
　
　
橋
本
ス
ミ
子
さ
ん
4
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
風
船
を
拾
い
ま
し
た
よ
．
た
し
か

十
六
日
の
午
後
四
時
頃
で
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
贈
り
主
は
、
十
日
町
小
学
校

六
年
三
組
の
高
木
真
理
子
さ
ん
の
書

い
て
く
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
こ
ち
ら
は
、
今
、
全
く
雪
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
家
の
近
く
の
田
ん
ぼ
の

畔
に
フ
ワ
リ
フ
ワ
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
も
、

十
日
町
の
織
物
も
全
然
知
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

瞬檎，、．
▲郷土芸能と民踊の祭典
　　　（コミュニティ広場）

た
〃

こ
そ
賞
の

　
日
町
織
物　川西町新町新田

井川一栄さん（47歳）

▲にぎわった

　　チンコロ市
　　　（昭和町4）▲キモノ撮影会

　　　　（ふるさと広場）

『
こ
ん
な
賞
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
、

全
然
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
ク

ジ
運
は
余
り
良
い
方
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
が
…
…
。
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
は

二
日
間
の
う
ち
一
日
は
必
ず
見
に
来

て
い
ま
す
。
豪
雪
の
中
、
大
変
な
の

に
皆
さ
ん
が
良
く
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
に
感
心
し
て
い
ま
す
。
今
目
は
こ

ん
な
も
の
を
い
た
だ
き
、
も
う
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
｛
…
。
』
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大盛況だった…

～あなたにとって今回の雪

　
第
三
十
二
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、

二
月
十
四
・
十
五
日
の
二
日
間
、
約

三
十
五
万
人
の
人
出
を
記
録
。
市
内

の
各
会
場
と
も
活
気
あ
ふ
れ
た
素
晴

ら
し
い
祭
典
と
な
り
大
成
功
で
し
た
。

　
“
雪
を
白
い
友
だ
ち
に
し
て
…
…
”

四
材
を
超
え
る
豪
雪
下
で
開
催
さ
れ

た
今
回
の
雪
ま
つ
り
は
、
市
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
〃
雪
ま
つ
り
は
何
か
〃

“
雪
を
克
服
す
る
ご
と
と
は
何
か
”
な

ど
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

◎
こ
の
人
に
聞
き
ま
し
た
◎

魅

▲ミスさっぽろ
　（左）山田弘美さん（右）大野裕子さん

1
女
　
優
－

　
　
　
　
　
左
　
　
幸
子
さ
ん

　
昨
年
、
テ
レ
ビ
で
拝
見
し
て
驚
き

ま
し
た
が
、
実
際
に
見
る
機
会
を
得

て
、
涙
が
出
る
ほ
ど
の
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。

　
私
も
雪
国
（
富
山
県
）
の
生
ま
れ

な
の
で
す
が
、
雪
の
中
の
生
活
を
、

こ
ん
な
に
も
楽
し
く
、
明
る
く
す
る

工
夫
を
し
て
い
る
み
な
さ
ん
に
、
本

当
に
感
心
を
い
た
し
ま
し
た
。

ー
ミ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
ー

　
　
　
　
山
田
弘
美
さ
ん

　
札
幌
の
雪
ま
つ
り
が
、
商
業
べ
：

ス
の
中
で
、
華
麗
で
も
冷
た
い
感
じ

が
す
る
の
に
比
較
し
て
、
十
日
町
の

雪
ま
つ
り
は
“
あ
た
た
か
さ
”
が
あ

る
こ
と
に
強
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
六
つ
も
広
場
が
あ
る
こ
と
に
驚
き

市
民
総
ぐ
る
み
で
、
作
り
あ
げ
た
と

い
う
こ
と
、
手
づ
く
り
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

贋
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－
層
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－
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I
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目
一
1
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置

コ
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ィ
広
場
の

　
　
　
関
口
静
雄
さ
ん

　
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
雪
ま
つ

り
が
“
大
成
功
”
と
な
っ
て
、
喜
ん

で
い
る
ひ
と
り
で
す
。
雪
の
量
が
多

く
処
理
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
こ
の
広

場
に
参
加
し
た
高
校
生
や
若
い
青
年

達
と
と
も
に
成
功
を
祝
い
た
い
。

わ
ん
ぱ
く
広
場
の

　
　
　
　
大
津
松
雄
さ
ん

　
こ
の
わ
ん
ぱ
く
広
場
は
、
こ
ど
も

た
ち
が
心
の
底
か
ら
喜
こ
び
楽
ん
で

く
れ
れ
ば
そ
れ
で
良
い
広
場
で
す
。

　
今
年
は
例
年
よ
り
仲
間
の
参
加
が

少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
開
催
を
決

定
す
る
時
期
を
少
し
早
目
た
ら
…
。

（
獲
。
嬰
…
）

■
埼
玉
県
本
庄
市

　
　
　
山
ロ
義
有
さ
ん

　
四
十
五
人
の
団
体
で
き
ま
し
た
。

雪
の
舞
台
の
ス
ケ
ー
ル
と
芸
術
的
セ

ン
ス
に
は
敬
服
し
ま
し
た
。
忍
耐
強

く
雪
を
克
服
t
、
こ
れ
だ
け
の
事
業

が
や
れ
る
十
日
町
の
人
と
新
潟
県
人

を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま
し
た
。

■
群
馬
県
前
橋
市

　
　
　
萩
原
寿
子
さ
ん

　
雪
が
見
た
く
て
来
ま
し
た
。
カ
；

ニ
バ
ル
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
。

ま
た
、
各
広
場
も
そ
れ
な
り
の
個
性

が
あ
っ
て
本
当
に
楽
し
い
二
日
間
で

し
た
。
し
ょ
う
が
み
そ
を
つ
け
た
お

モ
チ
の
味
が
忘
れ
ら
れ
な
く
な
り
そ

う
で
す
。

　雪の芸術展審査結果

　■市長賞　世界にとどろけ平和

のひびき（一株一若草）　■商工会

議所会頭賞　雪の伝説（川原町晒

青会）　■織物工業協同組合理事

長賞　妻有の民話シリーズPART
皿（中央クラブ）　■議会議長賞

シルクロード（江道・猿倉部落）

■ロータリークラブ賞　童謡おく

しらまんじゅう（本町1r目4区）
●北ロータリークラブ賞　瞥女の

唄が聞こえる（上新田青壮年会）

■ライオンズクラブ賞　これ・…

いいなあ（下条商工青年部会）
■青年会議所理事長賞　童心一な猶箇麟難麟灘、．

つかしきふる里（ユースホステル　　　▲世界にとどろけ平和のひびき

＋目町グループ）　　　　　　　　㈱若草
▲これ…いいなあ（下条商工青年部会）

とどけ！

ふるさとからのメッセージ
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鱒

5つの広場をめぐ

るラリーに5歳か

ら67歳までの53組

が参加しました。

（市外の人も多か
つた。）

1位金子良枝さん
　　　　（美雪町）

2位高木久美子さん
　　　（稲荷町4）

第1回雪上ウォークラリー

▲開会式の

　風船にのせて

ぐ西小学校6年
　宮里美さんの

　メッセージ

　
私
達
十
日
町
市
で
は
す
ご
い
豪
雪

の
中
で
三
十
二
何
雪
ま
つ
り
を
し
ま

す
。
城
ケ
丘
で
雪
上
力
i
ニ
バ
ル
。

町
で
は
店
や
六
つ
の
広
場
で
遊
び
ほ

う
だ
い
。
私
達
六
年
生
は
「
愛
と
ロ

マ
ン
の
広
場
」
で
雪
像
を
作
り
ま
す
。

こ
の
豪
雪
で
“
雪
ま
つ
り
は
中
止
”

と
い
う
声
も
出
ま
し
た
が
、
中
止
で

な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。

釦
風
船
を
ひ
ろ
い
ま
し
た

　
　
　
栃
木
県
太
田
原
市
　
　
　
　
劇

　
　
　
　
橋
本
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ん
4
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
風
船
を
拾
い
ま
し
た
よ
．
た
し
か

十
六
日
の
午
後
四
時
頃
で
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
贈
り
主
は
、
十
日
町
小
学
校

六
年
三
組
の
高
木
真
理
子
さ
ん
の
書

い
て
く
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
こ
ち
ら
は
、
今
、
全
く
雪
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
家
の
近
く
の
田
ん
ぼ
の

畔
に
フ
ワ
リ
フ
ワ
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
も
、

十
日
町
の
織
物
も
全
然
知
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

瞬檎，、．
▲郷土芸能と民踊の祭典
　　　（コミュニティ広場）

た
〃

こ
そ
賞
の

　
日
町
織
物　川西町新町新田

井川一栄さん（47歳）

▲にぎわった

　　チンコロ市
　　　（昭和町4）▲キモノ撮影会

　　　　（ふるさと広場）

『
こ
ん
な
賞
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
、

全
然
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
ク

ジ
運
は
余
り
良
い
方
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
が
…
…
。
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
は

二
日
間
の
う
ち
一
日
は
必
ず
見
に
来

て
い
ま
す
。
豪
雪
の
中
、
大
変
な
の

に
皆
さ
ん
が
良
く
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
に
感
心
し
て
い
ま
す
。
今
目
は
こ

ん
な
も
の
を
い
た
だ
き
、
も
う
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
｛
…
。
』
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1（第3種郵便物認可）昭和56年2月25日Ill”IIIII”III””II川mIII”lll”IIIllllmと・お‘ガ』β盲お」口5ぜ駈1”llII””“”1””1“1（4）

　地方自治法第243条の3の規程に基づく
r十日町市財政事情の作成及び公表に関する

条例」の定めるところにより、昭和55年12月

31日現在の本市の財政事情を公表します．

　　　昭和56年2月1目
　　　　　　　　＋日町市長諸里正典

懸瀧

歳
出
一
〇
三
億
三
　
、
四
三
九
万
円

撒
澱
繍
1’〇

三
搬
犠

灘灘鍵難
灘、．1齢　　’

灘灘雛

鍮灘　
雛…蜷

無妻羅

蝋『』・く

　　　　　　　　　　1寸口明巾財収畢情の作灰及ひ公衣に関丁念
〔騒纏器説1　　　　　条例」の定めるところにより、昭和55年12月

　　　　　　　　　　31日現在の本市の財政事情を公表します．

灘、雲簿難

　　　、・灘蕪
　難1灘繍灘

麟懸覇

難覇灘
　　5・縫灘繍、

灘、、・

．繋

譲灘

　　　ン　綿

　　灘露．雛

　　　，昏離蜥　　1

；’　一　　犠壁　　『見

灘飾．・簸’瓦瓦ミ鎌

　“

　　　難　、’

　昭和56年2月1目
　　　　　　＋日町市長　諸里正典

照　一　・　…　o・　．　　薫
　　　　　　　　　　　　　（単位万円）

・鶏醗、鯵　r

教育費　263，12126％
．ム糠糞鰻蹴，3鯵鱒礁萎’

　　　　　　　　ヒ雛　・

当
初
予
算

十
二
月
末
予
算

収
入
済
額

支
出
済
額

　。　　　ノρ3偽
（単位万円）

民生費　174，27017％

羅職・’

　　　　　　　　、強、∫　　群覗＾

灘購盤驚難繍
　塾　　　　　　　　　”

土木費　193，47619％

　5，041

　16％

慶

　　　　　オ4♪7調

灘畿 ・麟糞灘，藤．鋤蝋

　　　　　　葺

撒
　感購嚢111

，譲毒1

簿
．
叢、嚢普通建設費

総務費　102，87610％

衛生費　86，7598％
麟、、購織鋤．難

、
鶏
纂
露
簿
鶏

1灘．、襲

　匪

雑璽
農林水産業費55，5865％

　　　　　　『燦購灘難鱗騰暴鰯

嶽、 公債費　54，8265％ 『勲灘懸鷺緩鰯
　　　扶助費　騰箋

・1蠣7，鏑
竃瀦妙

議灘韻鋼

消防費　27，2213％
その他　75，3047％

『
、
鎌
纏 、棄、簸騨蹴
薫‘が鋸 鰐灘購難

鴨　　窃．．

懸墾
災害復旧費　灘．、

税　額

8冨　電　　………　（1人1世帯当り）

税　　　　　目 構成比 市民1人当1） 1世帯当り5，421　1％ 礁懸藷 雛

　竃　　　　o
（単位万円）

市　町　村　民　税
　　万円
82，934

43％ 　　円16，553
　　円
68，802

固　定　資　産　税 79，269 41 15，822 65，762

軽　自　動　車　税 2，345 1 468 1，945

401，337

　38％

土　木

162，794
39％

減収・

財政対策
22，767

　6％

市町村たばこ消費税 11，414 6 2，278 9，469

維持補修費
21，347　2％

聾
　
　
　
一
　
　 8

電　　　　気　　　　税 8，433 5 1，683 6，996

木　材　引　取　税 一一 一
　　教　育
　　130．350
　　　31％

緊臨
都　市　計　画　税 7，110 4 1，419 5，898

特別土地保有税 60 12 50

計 191，565 100 38，235 158，922

その他
14，003

3％

8 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　0
（単位万円）

農林
3，132

土　　　地 12，679，650㎡ 会　計　名 予　算　額
災害債1％
16，366

4％
国民健康保険 168，712

建　　　物 113，355㎡ 診　　療　　　所 51，744

簡　　易　水　道 2，282

基金積立金 65，417万円
下　　水　　　道 182，430

計 405，168
一時借入金 50，000万円

ノρ3偽

オ4♪7調
（単位万円）

灘

謬鋸
。

畦
‘

‡　　灘難籔懸

隷く件費

5，041

16％

鍍

雑饗
蝿撫％鰯

轟軍譲綴
．諺麟ψ／
　　　維持補修費
＿　　21，347　　2％

欝

翻
　　　普通建設費

　　　401，337

　　　　38％

鞭
．
　 偽ま

驚繋霧
漿鰹奪欝藷

（単位万円）

教　育

130．350

　　31％

土　木

162，794
39％

（単位万円）

　　　　　　　　駅鵡聾

識　繋　田
隔薪「二

5）””II”1“”1””II”II”1”と6ガ辞36」辺らぜ」阪”””1”lll“Ill”IIIII”川“lll”1”llll“1（第3種郵便物認可）昭和56年2月25日

1
激
甚
災
害
な
み
に
ー

　
豪
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中
小

企
業
者
に
対
し
、
災
害
融
資
の
特
別

措
置
が
、
激
甚
災
害
並
み
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

災
害
融
資
の
特
別
措
置

H
　
中
小
企
業
金
融
三
機
関
（
中
小

企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金
融
公
庫
、

商
工
中
金
）
は
、
災
害
復
旧
貸
付
の
金

利
（
八
・
八
％
）
を
激
甚
災
害
並
み

の
六
・
〇
五
％
及
び
三
・
○
％
に
。

　
ω
豪
雪
期
間
の
売
上
額
、
受
注
額

な
ど
が
前
年
同
期
比
三
十
％
以
上
減

少
し
た
人
及
び
主
要
な
事
業
用
資
産

に
損
失
の
あ
っ
た
場
合
六
・
〇
五
％

　
＠
豪
雪
に
よ
り
主
要
な
事
業
用
資

産
に
七
十
％
以
上
の
損
失
が
あ
っ
た

人
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
損
失
が
年

間
収
入
の
十
％
以
上
あ
る
人
に
は
、

そ
の
損
失
分
に
つ
い
て
三
・
○
％

口
　
融
資
額
の
う
ち
、
特
別
措
置
の

適
用
を
受
け
る
の
は
、
全
機
関
を
通

じ
て
八
百
万
円
（
団
体
で
は
二
千
四

百
万
円
）
ま
で
。

日
　
適
用
期
間
は
、
本
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
災
害
融
資
を
申
し
込
む

人
に
つ
い
て
は
、
貸
付
後
三
年
を
経

過
し
た
日
ま
で

四
　
貸
付
の
場
合
市
長
の
個
別
の
認

定
織
群
鎗
害
に
よ
る
被
害
の
箇
圏
圖
国

出稼農業者東京集会開催

　ふるさとの雪も小康状態になった2

月8日、出稼農業者東京集会が、文京区

の弥生会館で開かれ、地元からは諸里

市長、樋口農協組合長らが激励にかけつ

けました。東京の空の下で、ゆっくり

魚沼弁で話せるこの集会、出稼者には

好評だったようです。

算
出
期
間
は
、
万
＋
言
に
市
論

蕃
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
論

日
か
ら
、
各
自
の
申
請
日
ま
で
需
魏

　
豪
雪
災
害
融
資
の
特
別
措
置
及
び
罧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灸

県
．
市
な
ど
の
豪
雪
関
連
特
別
災
害
魏

融
資
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
講

櫛
煙
襯
）
錘
蹴
、
紅
騒
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炎

設
備
近
代
忙
資
金
等
　
魏

も
償
還
期
間
延
長
に
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魏

　
今
冬
の
豪
雪
に
よ
っ
て
資
金
繰
り
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炎

編
鍵
齢
賛
礒
欝
靴
錨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炎

対
し
償
還
期
間
が
延
長
さ
れ
享
．
魏

対
象
企
業
　
H
豪
雪
に
よ
り
直
接
・
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炎

間
接
に
被
害
を
受
け
た
企
業
　
　
　
欺

望
＋
六
年
四
月
末
ま
で
に
約
定
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藁

還
日
が
到
来
す
る
企
業
　
　
魏

霜
期
間
五
士
ハ
年
二
月
吉
泌

三
月
三
十
一
日
（
実
情
に
応
じ
て
猶

予
期
間
が
あ
り
ま
す
）

申
請
方
法
　
市
を
経
由
し
て
県
へ

そ
の
他
　
設
備
合
理
化
資
金
に
つ
い

て
も
近
代
化
資
金
に
準
じ
行
い
、
利

子
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
中
小
企

業
設
備
貸
与
に
つ
い
て
も
同
様
の
償

還
猶
与
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
　
年
二
月
一
日
　
　
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
諸
里
正
典

円万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

単
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾

況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状

状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
債

執
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

算
　
　
　
　
　
　
　
　
組

予
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
璽
糞
泰
、

曝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

【
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

錨
　
　
　
　
　
　
　
糊
鼠
蟄
懸
㎜
、
鰯
講
欝

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 56，273 43，396 77％ 41，447 74％

総合福祉セン

ター特別会計
2，112 2，079 98％ 1，480 70％

と畜場事業

特別会計
3，012 3，019 100％ 1，799 60％

計 61，397 48，494 79％ 44，726 73％

市町村別負担金

目的（事業名） 金額

総合福祉セン

ター建設事業
3，559

と　畜　場

整備事業
14，279

消防庁舎消防

施設整備事業
2，247

消防庁舎
建設事業

8，843

計 28，928

産財
況

合
状

組
の

4，731㎡建物

10万円
金
　
債

　
社

甘
岳
　
公

市
よ
地

在
村
借

所
町
り

土地

　
　
．
額
o
o

　
　
　
総
瓢

　
羅
灘
譲
’

　
　
　
　
欝

泌

雛
郷
、

羅
，

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
市

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
六
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
＋
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　
管
理
者
　
十
日
町
市
長
諸
里
正
典

））％％鱒
幻
　
　
　
　
　
　
二
億
五
、
三
〇
八
万
円

5
盆
U

率
率

入
行

収
執（

額済出支

二
億
四
、
四
二
四
万
円

額済入収

四
億
七
五
六
万
円

額算予

組合債の状況

灘

し尿処理施設 2億9，070万円

ごみ処理施設 1億2，871万円

埋立地整備 630万円

清　　掃　　車 495万円

計 4億3，066万円

へ

予算執行状況
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1（第3種郵便物認可）昭和56年2月25日Ill”IIIII”III””II川mIII”lll”IIIllllmと・お‘ガ』β盲お」口5ぜ駈1”llII””“”1””1“1（4）

　地方自治法第243条の3の規程に基づく
r十日町市財政事情の作成及び公表に関する

条例」の定めるところにより、昭和55年12月

31日現在の本市の財政事情を公表します．

　　　昭和56年2月1目
　　　　　　　　＋日町市長諸里正典

懸瀧

歳
出
一
〇
三
億
三
　
、
四
三
九
万
円

撒
澱
繍
1’〇

三
搬
犠

灘灘鍵難
灘、．1齢　　’

灘灘雛

鍮灘　
雛…蜷

無妻羅

蝋『』・く

　　　　　　　　　　1寸口明巾財収畢情の作灰及ひ公衣に関丁念
〔騒纏器説1　　　　　条例」の定めるところにより、昭和55年12月

　　　　　　　　　　31日現在の本市の財政事情を公表します．

灘、雲簿難

　　　、・灘蕪
　難1灘繍灘

麟懸覇

難覇灘
　　5・縫灘繍、

灘、、・

．繋

譲灘

　　　ン　綿

　　灘露．雛

　　　，昏離蜥　　1

；’　一　　犠壁　　『見

灘飾．・簸’瓦瓦ミ鎌

　“

　　　難　、’

　昭和56年2月1目
　　　　　　＋日町市長　諸里正典

照　一　・　…　o・　．　　薫
　　　　　　　　　　　　　（単位万円）

・鶏醗、鯵　r

教育費　263，12126％
．ム糠糞鰻蹴，3鯵鱒礁萎’

　　　　　　　　ヒ雛　・

当
初
予
算

十
二
月
末
予
算

収
入
済
額

支
出
済
額

　。　　　ノρ3偽
（単位万円）

民生費　174，27017％

羅職・’

　　　　　　　　、強、∫　　群覗＾

灘購盤驚難繍
　塾　　　　　　　　　”

土木費　193，47619％

　5，041

　16％

慶

　　　　　オ4♪7調

灘畿 ・麟糞灘，藤．鋤蝋

　　　　　　葺

撒
　感購嚢111

，譲毒1

簿
．
叢、嚢普通建設費

総務費　102，87610％

衛生費　86，7598％
麟、、購織鋤．難

、
鶏
纂
露
簿
鶏

1灘．、襲

　匪

雑璽
農林水産業費55，5865％

　　　　　　『燦購灘難鱗騰暴鰯

嶽、 公債費　54，8265％ 『勲灘懸鷺緩鰯
　　　扶助費　騰箋

・1蠣7，鏑
竃瀦妙

議灘韻鋼

消防費　27，2213％
その他　75，3047％

『
、
鎌
纏 、棄、簸騨蹴
薫‘が鋸 鰐灘購難

鴨　　窃．．

懸墾
災害復旧費　灘．、

税　額

8冨　電　　………　（1人1世帯当り）

税　　　　　目 構成比 市民1人当1） 1世帯当り5，421　1％ 礁懸藷 雛

　竃　　　　o
（単位万円）

市　町　村　民　税
　　万円
82，934

43％ 　　円16，553
　　円
68，802

固　定　資　産　税 79，269 41 15，822 65，762

軽　自　動　車　税 2，345 1 468 1，945

401，337

　38％

土　木

162，794
39％

減収・

財政対策
22，767

　6％

市町村たばこ消費税 11，414 6 2，278 9，469

維持補修費
21，347　2％

聾
　
　
　
一
　
　 8

電　　　　気　　　　税 8，433 5 1，683 6，996

木　材　引　取　税 一一 一
　　教　育
　　130．350
　　　31％

緊臨
都　市　計　画　税 7，110 4 1，419 5，898

特別土地保有税 60 12 50

計 191，565 100 38，235 158，922

その他
14，003

3％

8 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　0
（単位万円）

農林
3，132

土　　　地 12，679，650㎡ 会　計　名 予　算　額
災害債1％
16，366

4％
国民健康保険 168，712

建　　　物 113，355㎡ 診　　療　　　所 51，744

簡　　易　水　道 2，282

基金積立金 65，417万円
下　　水　　　道 182，430

計 405，168
一時借入金 50，000万円

ノρ3偽

オ4♪7調
（単位万円）

灘

謬鋸
。

畦
‘

‡　　灘難籔懸

隷く件費

5，041

16％

鍍

雑饗
蝿撫％鰯

轟軍譲綴
．諺麟ψ／
　　　維持補修費
＿　　21，347　　2％

欝

翻
　　　普通建設費

　　　401，337

　　　　38％

鞭
．
　 偽ま

驚繋霧
漿鰹奪欝藷

（単位万円）

教　育

130．350

　　31％

土　木

162，794
39％

（単位万円）

　　　　　　　　駅鵡聾

識　繋　田
隔薪「二
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1
激
甚
災
害
な
み
に
ー

　
豪
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中
小

企
業
者
に
対
し
、
災
害
融
資
の
特
別

措
置
が
、
激
甚
災
害
並
み
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

災
害
融
資
の
特
別
措
置

H
　
中
小
企
業
金
融
三
機
関
（
中
小

企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金
融
公
庫
、

商
工
中
金
）
は
、
災
害
復
旧
貸
付
の
金

利
（
八
・
八
％
）
を
激
甚
災
害
並
み

の
六
・
〇
五
％
及
び
三
・
○
％
に
。

　
ω
豪
雪
期
間
の
売
上
額
、
受
注
額

な
ど
が
前
年
同
期
比
三
十
％
以
上
減

少
し
た
人
及
び
主
要
な
事
業
用
資
産

に
損
失
の
あ
っ
た
場
合
六
・
〇
五
％

　
＠
豪
雪
に
よ
り
主
要
な
事
業
用
資

産
に
七
十
％
以
上
の
損
失
が
あ
っ
た

人
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
損
失
が
年

間
収
入
の
十
％
以
上
あ
る
人
に
は
、

そ
の
損
失
分
に
つ
い
て
三
・
○
％

口
　
融
資
額
の
う
ち
、
特
別
措
置
の

適
用
を
受
け
る
の
は
、
全
機
関
を
通

じ
て
八
百
万
円
（
団
体
で
は
二
千
四

百
万
円
）
ま
で
。

日
　
適
用
期
間
は
、
本
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
災
害
融
資
を
申
し
込
む

人
に
つ
い
て
は
、
貸
付
後
三
年
を
経

過
し
た
日
ま
で

四
　
貸
付
の
場
合
市
長
の
個
別
の
認

定
織
群
鎗
害
に
よ
る
被
害
の
箇
圏
圖
国

出稼農業者東京集会開催

　ふるさとの雪も小康状態になった2

月8日、出稼農業者東京集会が、文京区

の弥生会館で開かれ、地元からは諸里

市長、樋口農協組合長らが激励にかけつ

けました。東京の空の下で、ゆっくり

魚沼弁で話せるこの集会、出稼者には

好評だったようです。

算
出
期
間
は
、
万
＋
言
に
市
論

蕃
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
論

日
か
ら
、
各
自
の
申
請
日
ま
で
需
魏

　
豪
雪
災
害
融
資
の
特
別
措
置
及
び
罧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灸

県
．
市
な
ど
の
豪
雪
関
連
特
別
災
害
魏

融
資
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
講

櫛
煙
襯
）
錘
蹴
、
紅
騒
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炎

設
備
近
代
忙
資
金
等
　
魏

も
償
還
期
間
延
長
に
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魏

　
今
冬
の
豪
雪
に
よ
っ
て
資
金
繰
り
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炎

編
鍵
齢
賛
礒
欝
靴
錨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炎

対
し
償
還
期
間
が
延
長
さ
れ
享
．
魏

対
象
企
業
　
H
豪
雪
に
よ
り
直
接
・
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炎

間
接
に
被
害
を
受
け
た
企
業
　
　
　
欺

望
＋
六
年
四
月
末
ま
で
に
約
定
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藁

還
日
が
到
来
す
る
企
業
　
　
魏

霜
期
間
五
士
ハ
年
二
月
吉
泌

三
月
三
十
一
日
（
実
情
に
応
じ
て
猶

予
期
間
が
あ
り
ま
す
）

申
請
方
法
　
市
を
経
由
し
て
県
へ

そ
の
他
　
設
備
合
理
化
資
金
に
つ
い

て
も
近
代
化
資
金
に
準
じ
行
い
、
利

子
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
中
小
企

業
設
備
貸
与
に
つ
い
て
も
同
様
の
償

還
猶
与
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
　
年
二
月
一
日
　
　
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
諸
里
正
典

円万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

単
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾

況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状

状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
債

執
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

算
　
　
　
　
　
　
　
　
組

予
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
璽
糞
泰
、

曝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

【
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

錨
　
　
　
　
　
　
　
糊
鼠
蟄
懸
㎜
、
鰯
講
欝

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 56，273 43，396 77％ 41，447 74％

総合福祉セン

ター特別会計
2，112 2，079 98％ 1，480 70％

と畜場事業

特別会計
3，012 3，019 100％ 1，799 60％

計 61，397 48，494 79％ 44，726 73％

市町村別負担金

目的（事業名） 金額

総合福祉セン

ター建設事業
3，559

と　畜　場

整備事業
14，279

消防庁舎消防

施設整備事業
2，247

消防庁舎
建設事業

8，843

計 28，928

産財
況

合
状

組
の

4，731㎡建物

10万円
金
　
債

　
社

甘
岳
　
公

市
よ
地

在
村
借

所
町
り

土地

　
　
．
額
o
o

　
　
　
総
瓢

　
羅
灘
譲
’

　
　
　
　
欝

泌

雛
郷
、

羅
，

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
市

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
六
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
＋
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　
管
理
者
　
十
日
町
市
長
諸
里
正
典

））％％鱒
幻
　
　
　
　
　
　
二
億
五
、
三
〇
八
万
円

5
盆
U

率
率

入
行

収
執（

額済出支

二
億
四
、
四
二
四
万
円

額済入収

四
億
七
五
六
万
円

額算予

組合債の状況

灘

し尿処理施設 2億9，070万円

ごみ処理施設 1億2，871万円

埋立地整備 630万円

清　　掃　　車 495万円

計 4億3，066万円

へ

予算執行状況



O
帖
ミ
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住
み
よ
い
郷
土
は
国
土
調
査
か
ら

縫
地
籍
調
査
の
あ
ら
ま
し

　
市
の
国
土
調
査
事
業
は
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
昨
年
度

ま
で
に
中
条
平
場
、
下
条
平
場
、
吉
田
北
部
、
八
箇
平
場
、
六
箇
平
場
、

水
沢
平
場
、
川
治
一
部
の
調
査
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
は
、
川
治
東
部
地
区
、
川
治
北
部
地
区
を
地
籍
調

査
す
る
予
定
で
す
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
国
土
調
査
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

■
地
籍
調
蚤
ぼ

　
　
権
利
還
ζ
ぢ
煙
饗
守
る

　
今
ま
で
み
な
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て

い
た
“
土
地
台
帳
”
や
”
更
正
図
”

は
、
明
治
の
初
め
に
地
租
を
と
り
た

て
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
当

時
の
測
量
技
術
の
幼
稚
さ
と
永
い
年

月
を
経
た
た
め
、
現
況
の
う
つ
り
か

わ
り
も
あ
り
、
今
で
は
使
い
道
に
よ

っ
て
は
あ
て
に
な
ら
な
く
な
り
、
大

切
な
土
地
に
つ
い
て
の
争
い
の
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
土
地
に

関
す
る
権
利
を
守
り
、
色
々
な
長
期

計
画
を
た
て
実
行
す
る
基
礎
と
す
る

た
め
地
籍
調
査
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
地
籍
調
査
は
、
正
し
い
測
量

技
術
で
、
新
し
い
地
図
と
帳
簿
（
地

籍
図
と
地
籍
簿
）
を
作
り
、
み
な
さ

ん
の
土
地
の
正
し
い
位
置
、
形
、
地

番
、
地
目
、
面
積
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

■
地
籍
調
査
藤

み
な
さ
裁
嶢
お
願
憾
祓
る
こ
と

　
地
籍
調
査
を
す
る
た
め
に
は
、
土

地
の
一
筆
ご
と
に
境
界
や
地
番
、
地

目
等
の
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
（
一
筆
調
査
）

　
こ
の
調
査
は
、
現
地
と
照
合
し
な

が
ら
や
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
ま
ず

あ
な
た
の
土
地
の
境
の
主
な
曲
り
角

に
「
自
分
の
地
所
は
こ
こ
ま
で
だ
」

・
と
い
う
こ
と
を
示
す
杭
を
、
隣
の
地

主
の
か
た
の
立
会
に
よ
り
ま
ち
が
い

の
な
い
よ
う
打
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
筆
調
査
の
前
に
つ
ぎ
の

こ
と
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ω
山
林
、
原
野
な
ど
で
雑
木
、
カ
ヤ

な
ど
の
密
生
し
て
い
る
境
界
線
は
、

早
目
に
刈
払
い
を
し
て
お
く
。

ω
売
買
や
譲
渡
な
ど
の
登
記
の
済
ん

で
い
な
い
も
の
は
直
ち
に
手
続
き
を
。

⑥
農
道
や
水
路
で
幅
員
が
一
定
し
て

い
な
い
も
の
は
、
な
る
べ
く
関
係
者

で
話
し
合
い
、
必
要
な
ヵ
所
に
幅
杭

を
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
準
備
が
お
わ
る
と
、
測
量
技

師
が
詳
細
に
測
量
し
図
面
を
作
り
ま

す
。
測
量
は
み
な
さ
ん
が
打
っ
た
杭

を
境
界
点
に
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

境
界
杭
は
永
久
的
な
も
の
を
打
つ
よ

う
に
、
ま
た
抜
い
た
り
倒
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
■
成
果
は
雛
探
ざ
玲
に

　
　
　
　
見
雨
紹
・
づ
畷
蒙
す

　
測
量
が
お
わ
っ
て
地
籍
図
と
地
籍

簿
が
で
き
あ
が
る
と
、
二
十
日
間
市

役
所
で
閲
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
市
報

や
回
覧
板
で
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
目
を
通
し
て
、

自
分
の
土
地
の
調
査
測
量
に
ま
ち
が

い
が
な
い
か
ど
う
か
確
認
し
、
も
し

ま
ち
が
い
を
見
つ
け
た
ら
、
閲
覧
期

間
中
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

56年度実施予定区域
一川治東部・北部地区一

国
道
、
．
雑

■
成
果
に
騒
鋤
．
翁
誤
誕
の
土
地
台

帳
や
更
正
図
ぼ
誓
竃
廻
簗
ぢ
れ
ま
す

§

　
み
な
さ
ん
に
閲
覧
し
て
ま
ち
が
い

が
な
い
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
と
、
そ

の
成
果
は
県
に
送
付
さ
れ
、
所
定
の

手
続
き
を
経
て
認
証
さ
れ
、
県
報
に

公
告
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
「
写
」

を
同
時
に
登
記
所
へ
送
付
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
土
地
に
つ
い
て
の

み
な
さ
ん
の
権
利
は
守
ら
れ
、
境
界

紛
争
等
を
防
止
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

川
治
鐸
頼

ー
繕
㊤

翫
　
蝦
縷

シ
ノ抑

”
髭
齢
謬

川
光東

部
徳
区

囹
敏
餓
羅

鰍鳳石え
吉

　
　
　
ヤ

塊
プ

　
　
駕

坤
善
■

信

，／一畷
駆3実施予定醐
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昭和56年度固定資産の課税台帳をっぎのとお

り縦覧いたします。

縦
覧
場
所
　
市
役
所
税
務
課

期
間
　
三
月
二
目
～
三
月
二
十
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
曜
日
は
除
く
）

時
間
　
平
日
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
、

　
　
　
土
曜
日
は
午
後
○
時
三
十
分
ま
で
。

　
な
お
、
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に
つ
い
て
審
査
申

出
期
間
は
、
三
月
二
日
～
三
月
三
十
日
ま
で
で
、
つ

ぎ
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

◎
昭
和
五
十
五
年
中
に
土
地
の
地
目
変
更
な
ど
が
あ

っ
た
場
合

◎
昭
和
五
十
五
年
中
に
家
屋
の
新
増
築
、
取
り
こ
わ

し
の
あ
っ
た
場
合

◎
昭
和
五
十
六
年
度
分
と
し
て
価
格
が
決
定
さ
れ
た

償
却
資
産
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轟欝
　
農
山
村
の
発
展
が
明
る
い
未
来
を

つ
く
る
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　
市
農
林
課
と
十
日
町
森
林
組
合
で

は
、
み
ん
な
で
山
や
緑
に
親
し
み
、

森
林
林
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な

た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

目
時
　
三
月
一
日
（
日
）

　
　
　
午
後
一
時
～
五
時

会
場
　
十
日
町
市
農
協
福
祉
会
館

講
演
　
　
「
山
を
生
か
す
地
域
振
興
」

　
～
現
代
の
日
本
で
発
展
の
夢
を
秘

　
め
て
い
る
の
は
山
村
で
あ
り
林
業

　
で
あ
る
～

　
講
師
　
森
厳
夫
（
農
学
博
士
）

　
「
八
十
年
代
の
展
望
」

　
～
地
域
開
発
と
農
山
村
の
活
生
化

　
へ
の
発
想
～

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
農
林
課
（
8

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
六
五
）
か

森
林
組
合
（
8
八
ー
三
一
一
五
番
）
へ
。

心
障
者
扶
養
共
済
の
加
入
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
六
十
五
歳
ま
で
に
ー

　
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
は
、

心
障
者
を
扶
養
す
る
人
が
加
入
し
一

定
の
掛
金
を
拠
出
し
、
加
入
者
が
死

亡
ま
た
は
廃
疾
状
態
に
な
っ
た
場
合

に
、
障
害
者
に
対
し
て
終
身
年
金
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
加
入
資
格
は
、
昨
年
の
四
月
一
日

現
在
の
年
齢
で
六
十
五
歳
未
満
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
四
月
一
日
以

心障者扶養共済保険料

月額
加　　入　　時
年　　　　　齢

～
　34歳

35～
　39歳

40～
　44歳

45～
　49歳

50～
　54歳

55～
　59歳

60～
　64歳

加　入　時　点
45　歳　未　満
（掛金納付時年齢）

　　円

1，000
　　　円
1，300

　　円
1，500

加入時点45歳以上
又は、2口目（特約）

（加入時年齢によ
り掛金固定）

　　円

1，400

　　円

1，900 2，600

　　円

3，200

　　円

4，100

　　円

5，300

　　円

6，800

※年金額は1口当たり月額20，000円です・
※20年以上この制度に加入し、かつ、年齢が65歳以上の人は、掛金の納付を免除されます

後
に
六
十
六
歳
に
な
る
人
で
加
入
を

希
望
す
る
人
は
、
早
急
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
は
、
加
入
時
の
年
齢
に
応

じ
て
左
表
の
と
お
り
で
す
が
、
所
得

に
対
す
る
課
税
状
況
に
よ
り
減
免
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉
事

務
所
援
護
係
（
8
七
－
三
二
一
番

内
線
二
一
四
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　　　9講）

・篇難

欝継
顯雛
　　　　　曹軸　　．ひ．帆．一計鵜ノ

世
話
を
す
る
家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

派
遣
回
数
は
、
週
二
回
程
度
で
す
。

派
遣
を
希
望
す
る
か
た
は
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
援
護
係
（
8
七
－
三
一

一
一
番
内
線
二
一
四
）
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

身
障
者
に

　
家
庭
奉
仕
員
を

　
　
　
　
　
　
　
派
　
遣

　
市
で
は
、
重
度
の
身
体
障
害
者
に

対
し
、
無
料
で
家
事
・
介
護
．
洗
た

く
・
通
院
の
介
助
等
を
日
常
生
活
の

＋
日
町
高
校
定
時
制

第
二
次
生
徒
募
集

◎
募
集
人
員
　
普
通
科
第
一
学
年
若

　
干
名

◎
願
書
受
付
　
三
月
十
九
日
㈱
～
三

　
月
二
十
三
日
㈲
ま
で
（
日
曜
日
．

　
祭
日
を
除
く
）

◎
出
願
手
続
　
入
学
願
書
、
調
査
書

　
を
出
身
中
学
校
を
経
由
し
て
十
日

　
町
高
校
へ

◎
試
験
日
　
三
月
二
十
四
日
（
火
）

◎
そ
の
他
　
入
学
後
に
は
、
年
間
所

　
得
が
百
十
九
万
円
未
満
の
人
に
、

　
国
が
卒
業
ま
で
の
四
年
間
、
毎
月

　
七
千
円
の
修
学
奨
励
金
を
支
給
し

　
ま
す
。
こ
の
奨
励
金
は
、
卒
業
す

　
れ
ば
返
還
す
る
必
要
あ
り
ま
せ
ん
．

　
な
お
、
詳
細
は
、
十
日
町
高
等
学

校
中
心
校
（
8
二
－
三
五
七
五
番
、

二
－
三
五
七
六
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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住
み
よ
い
郷
土
は
国
土
調
査
か
ら

縫
地
籍
調
査
の
あ
ら
ま
し

　
市
の
国
土
調
査
事
業
は
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
昨
年
度

ま
で
に
中
条
平
場
、
下
条
平
場
、
吉
田
北
部
、
八
箇
平
場
、
六
箇
平
場
、

水
沢
平
場
、
川
治
一
部
の
調
査
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
は
、
川
治
東
部
地
区
、
川
治
北
部
地
区
を
地
籍
調

査
す
る
予
定
で
す
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
国
土
調
査
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

■
地
籍
調
蚤
ぼ

　
　
権
利
還
ζ
ぢ
煙
饗
守
る

　
今
ま
で
み
な
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て

い
た
“
土
地
台
帳
”
や
”
更
正
図
”

は
、
明
治
の
初
め
に
地
租
を
と
り
た

て
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
当

時
の
測
量
技
術
の
幼
稚
さ
と
永
い
年

月
を
経
た
た
め
、
現
況
の
う
つ
り
か

わ
り
も
あ
り
、
今
で
は
使
い
道
に
よ

っ
て
は
あ
て
に
な
ら
な
く
な
り
、
大

切
な
土
地
に
つ
い
て
の
争
い
の
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
土
地
に

関
す
る
権
利
を
守
り
、
色
々
な
長
期

計
画
を
た
て
実
行
す
る
基
礎
と
す
る

た
め
地
籍
調
査
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
地
籍
調
査
は
、
正
し
い
測
量

技
術
で
、
新
し
い
地
図
と
帳
簿
（
地

籍
図
と
地
籍
簿
）
を
作
り
、
み
な
さ

ん
の
土
地
の
正
し
い
位
置
、
形
、
地

番
、
地
目
、
面
積
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

■
地
籍
調
査
藤

み
な
さ
裁
嶢
お
願
憾
祓
る
こ
と

　
地
籍
調
査
を
す
る
た
め
に
は
、
土

地
の
一
筆
ご
と
に
境
界
や
地
番
、
地

目
等
の
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
（
一
筆
調
査
）

　
こ
の
調
査
は
、
現
地
と
照
合
し
な

が
ら
や
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
ま
ず

あ
な
た
の
土
地
の
境
の
主
な
曲
り
角

に
「
自
分
の
地
所
は
こ
こ
ま
で
だ
」

・
と
い
う
こ
と
を
示
す
杭
を
、
隣
の
地

主
の
か
た
の
立
会
に
よ
り
ま
ち
が
い

の
な
い
よ
う
打
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
筆
調
査
の
前
に
つ
ぎ
の

こ
と
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ω
山
林
、
原
野
な
ど
で
雑
木
、
カ
ヤ

な
ど
の
密
生
し
て
い
る
境
界
線
は
、

早
目
に
刈
払
い
を
し
て
お
く
。

ω
売
買
や
譲
渡
な
ど
の
登
記
の
済
ん

で
い
な
い
も
の
は
直
ち
に
手
続
き
を
。

⑥
農
道
や
水
路
で
幅
員
が
一
定
し
て

い
な
い
も
の
は
、
な
る
べ
く
関
係
者

で
話
し
合
い
、
必
要
な
ヵ
所
に
幅
杭

を
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
準
備
が
お
わ
る
と
、
測
量
技

師
が
詳
細
に
測
量
し
図
面
を
作
り
ま

す
。
測
量
は
み
な
さ
ん
が
打
っ
た
杭

を
境
界
点
に
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

境
界
杭
は
永
久
的
な
も
の
を
打
つ
よ

う
に
、
ま
た
抜
い
た
り
倒
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
■
成
果
は
雛
探
ざ
玲
に

　
　
　
　
見
雨
紹
・
づ
畷
蒙
す

　
測
量
が
お
わ
っ
て
地
籍
図
と
地
籍

簿
が
で
き
あ
が
る
と
、
二
十
日
間
市

役
所
で
閲
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
市
報

や
回
覧
板
で
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
目
を
通
し
て
、

自
分
の
土
地
の
調
査
測
量
に
ま
ち
が

い
が
な
い
か
ど
う
か
確
認
し
、
も
し

ま
ち
が
い
を
見
つ
け
た
ら
、
閲
覧
期

間
中
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

56年度実施予定区域
一川治東部・北部地区一

国
道
、
．
雑

■
成
果
に
騒
鋤
．
翁
誤
誕
の
土
地
台

帳
や
更
正
図
ぼ
誓
竃
廻
簗
ぢ
れ
ま
す

§

　
み
な
さ
ん
に
閲
覧
し
て
ま
ち
が
い

が
な
い
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
と
、
そ

の
成
果
は
県
に
送
付
さ
れ
、
所
定
の

手
続
き
を
経
て
認
証
さ
れ
、
県
報
に

公
告
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
「
写
」

を
同
時
に
登
記
所
へ
送
付
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
土
地
に
つ
い
て
の

み
な
さ
ん
の
権
利
は
守
ら
れ
、
境
界

紛
争
等
を
防
止
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
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昭和56年度固定資産の課税台帳をっぎのとお

り縦覧いたします。

縦
覧
場
所
　
市
役
所
税
務
課

期
間
　
三
月
二
目
～
三
月
二
十
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
曜
日
は
除
く
）

時
間
　
平
日
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
、

　
　
　
土
曜
日
は
午
後
○
時
三
十
分
ま
で
。

　
な
お
、
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に
つ
い
て
審
査
申

出
期
間
は
、
三
月
二
日
～
三
月
三
十
日
ま
で
で
、
つ

ぎ
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

◎
昭
和
五
十
五
年
中
に
土
地
の
地
目
変
更
な
ど
が
あ

っ
た
場
合

◎
昭
和
五
十
五
年
中
に
家
屋
の
新
増
築
、
取
り
こ
わ

し
の
あ
っ
た
場
合

◎
昭
和
五
十
六
年
度
分
と
し
て
価
格
が
決
定
さ
れ
た

償
却
資
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轟欝
　
農
山
村
の
発
展
が
明
る
い
未
来
を

つ
く
る
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　
市
農
林
課
と
十
日
町
森
林
組
合
で

は
、
み
ん
な
で
山
や
緑
に
親
し
み
、

森
林
林
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な

た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

目
時
　
三
月
一
日
（
日
）

　
　
　
午
後
一
時
～
五
時

会
場
　
十
日
町
市
農
協
福
祉
会
館

講
演
　
　
「
山
を
生
か
す
地
域
振
興
」

　
～
現
代
の
日
本
で
発
展
の
夢
を
秘

　
め
て
い
る
の
は
山
村
で
あ
り
林
業

　
で
あ
る
～

　
講
師
　
森
厳
夫
（
農
学
博
士
）

　
「
八
十
年
代
の
展
望
」

　
～
地
域
開
発
と
農
山
村
の
活
生
化

　
へ
の
発
想
～

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
農
林
課
（
8

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
六
五
）
か

森
林
組
合
（
8
八
ー
三
一
一
五
番
）
へ
。

心
障
者
扶
養
共
済
の
加
入
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
六
十
五
歳
ま
で
に
ー

　
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
は
、

心
障
者
を
扶
養
す
る
人
が
加
入
し
一

定
の
掛
金
を
拠
出
し
、
加
入
者
が
死

亡
ま
た
は
廃
疾
状
態
に
な
っ
た
場
合

に
、
障
害
者
に
対
し
て
終
身
年
金
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
加
入
資
格
は
、
昨
年
の
四
月
一
日

現
在
の
年
齢
で
六
十
五
歳
未
満
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
四
月
一
日
以

心障者扶養共済保険料

月額
加　　入　　時
年　　　　　齢

～
　34歳

35～
　39歳

40～
　44歳

45～
　49歳

50～
　54歳

55～
　59歳

60～
　64歳

加　入　時　点
45　歳　未　満
（掛金納付時年齢）

　　円

1，000
　　　円
1，300

　　円
1，500

加入時点45歳以上
又は、2口目（特約）

（加入時年齢によ
り掛金固定）

　　円

1，400

　　円

1，900 2，600

　　円

3，200

　　円

4，100

　　円

5，300

　　円

6，800

※年金額は1口当たり月額20，000円です・
※20年以上この制度に加入し、かつ、年齢が65歳以上の人は、掛金の納付を免除されます

後
に
六
十
六
歳
に
な
る
人
で
加
入
を

希
望
す
る
人
は
、
早
急
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
は
、
加
入
時
の
年
齢
に
応

じ
て
左
表
の
と
お
り
で
す
が
、
所
得

に
対
す
る
課
税
状
況
に
よ
り
減
免
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉
事

務
所
援
護
係
（
8
七
－
三
二
一
番

内
線
二
一
四
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　　　9講）

・篇難

欝継
顯雛
　　　　　曹軸　　．ひ．帆．一計鵜ノ

世
話
を
す
る
家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

派
遣
回
数
は
、
週
二
回
程
度
で
す
。

派
遣
を
希
望
す
る
か
た
は
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
援
護
係
（
8
七
－
三
一

一
一
番
内
線
二
一
四
）
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

身
障
者
に

　
家
庭
奉
仕
員
を

　
　
　
　
　
　
　
派
　
遣

　
市
で
は
、
重
度
の
身
体
障
害
者
に

対
し
、
無
料
で
家
事
・
介
護
．
洗
た

く
・
通
院
の
介
助
等
を
日
常
生
活
の

＋
日
町
高
校
定
時
制

第
二
次
生
徒
募
集

◎
募
集
人
員
　
普
通
科
第
一
学
年
若

　
干
名

◎
願
書
受
付
　
三
月
十
九
日
㈱
～
三

　
月
二
十
三
日
㈲
ま
で
（
日
曜
日
．

　
祭
日
を
除
く
）

◎
出
願
手
続
　
入
学
願
書
、
調
査
書

　
を
出
身
中
学
校
を
経
由
し
て
十
日

　
町
高
校
へ

◎
試
験
日
　
三
月
二
十
四
日
（
火
）

◎
そ
の
他
　
入
学
後
に
は
、
年
間
所

　
得
が
百
十
九
万
円
未
満
の
人
に
、

　
国
が
卒
業
ま
で
の
四
年
間
、
毎
月

　
七
千
円
の
修
学
奨
励
金
を
支
給
し

　
ま
す
。
こ
の
奨
励
金
は
、
卒
業
す

　
れ
ば
返
還
す
る
必
要
あ
り
ま
せ
ん
．

　
な
お
、
詳
細
は
、
十
日
町
高
等
学

校
中
心
校
（
8
二
－
三
五
七
五
番
、

二
－
三
五
七
六
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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窃難i海も麟鑓轟く羅鐸i勝

中学生を理解するために、専門の先生が

わかりやすくお話しします。

期日 内　　　　　　容 講　　　　師

3／5
㈲

現代高校教育が

　　目ざしているもの
　　●実業高校の場合
　　●普通高校の場合

　十日町実業高校長

佐藤　淳次先生
　　十日町高校長

板羽　政二先生

3／9
（月）

マンガ世代と

　　　　漫才ブーム

　成城大学教授

石川弘義氏

3／16
（月）

新聞には読み方がある
　立教大学教授

岡本包治氏 3／9
（月）

思　春　期　と　性
　成城大学教授

石川　弘義先生

3／20
囲

テレビとのつき合い方

　　　その利用と方法

NHK放送学研究部長

佐田一彦氏
3／20

（動

今目の高校問題の問題点

●子どもにとって高校とは

●親にとって高校とは■時間　夜7時～9時　　　　■会場　十日町市公民館（本館）

■受講は無料です。青年に限りませんので多数おいでください。

■申し込みは公民館本館（87一｛1011番）又は地区館へ。電話申

　し込みでも結構です。 3／24
図

中学生にとって

　父親とは、母親とは

　上越教育大教授

前田　　幹先生

r餅　望」レL／h　　　　　　　　　　一・

　　　難　　華　ζ

奪

第1回
2／26
困

母親が握る

　　　子どものしつけ

新潟女子短大助教授

高原　哲雄先生

第2回
3／3
　㈹

子育ての実際Pa　r　t　I

　幼児の食生活

　新潟保育専門学校

斉藤　富美先生

第3回
3／6
團

　　〃　　PartH

子どもの生活と安全

上越市高田幼稚園々長

小出タカ子先生

第4回
3／14
　（土）

子どもの体力づくりの

　　　　　ポイント
●かんたんな実技もどうぞ

新潟市沼垂幼稚園々長

塚野　村子先生

第5回
’3／25

　困

心　配　な　子　ど　も

●性格のこと、身体のこと

●カウンセリングもあります

　医　　師
桑原　貞子先生

■時間夜7時～9時
　　　（上記第“思春期と性、のみ午後2時～4時）

■会場　十日町市公民館（本館）■受講料無料

，，．灘　　青年大学講座

情報が氾濫している現代…・9

あなたにとってマスコミとは何ですか？

■時間　夜7時～9時　　　　■会場　十日町市公民館（本館）

■受講は無料です。青年に限りませんので多数おいでください。

■申し込みは公民館本館（87一｛1011番）又は地区館へ。電話申

　し込みでも結構です。

「ぶるさとの

匹季の味」
』陽を発刊

郷、土料理
構究グループ

｛輪・ろ》禽～

　公民館郷土料理研究教室の受講者有志で「ふるさと

の四季の味」・＝写真二という冊子を発刊しました。こ

の本は、今や忘れられようとしている昔ながらの料理

122種をとりあげ、四季をおって記したいわば“おふく

ろの味。を集大成したもの。3年間ふるさとの味を訪

ね郡市内各地を歩き廻り、調査をし、さらに自らその

一品一品を実習し、記録するという入念の過程を経て

作られたものです。

　講読を希望されるかたは、市内各書店か十日町市公

民館（本館）にあります。〈一冊800円＞

「ふるさとの四季の味」の中からめずらしいもの、希望の多い郷土料

理を中心に、講習会を開きます。どなたもお気軽にご参加ください。

●と　き　3月4日・11日・18日午後1時半～4時

●会場十日町市公民館調理室
●受講料　無料、ただし材料代のみ1回百円位
●指　導　いろり会（会長阿部久美子）

●申し込み　十日町公民館（87－5011番）へどうぞ・

　　　※実習のできる服装でおいでください。

（9）””1””ml“IIlll””1”llと・お”936」切らだ’」阪ロ”1”ll“”“1”””ll””””lmll””1”“（第3種郵便物認可）昭和56年2月25目

（
難
騨
徽
雛
鍔
裁
蕎
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
▲

　
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長
本

間
侃
）
で
は
、
恒
例
に
な
り
ま
し
た

ド
ラ
ム
杯
争
奪
G
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
、

や
ち
杯
争
奪
リ
ト
ル
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
大
会
、
第
一
回
マ
マ
さ
ん
ス
キ
i

大
会
を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま

す
。
多
数
の
か
た
か
ら
参
加
、
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

旧
期
日
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
一
日

㈲
　
午
前
九
時
開
会
式

■
会
場
　
十
日
町
市
民
ス
キ
i
場

繊維産業最低賃金

1日……2，814円

　（時間給…1時間352円）

ただし、糸始末、糸繰り、清掃、メリヤス製

品、縫製業など軽易な業務に主として従事す

る人…1日2，739円（時間給343円）

　効力発生日…56年2月15日

■
参
加
申
込
み
、
種
目
そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
民
ス
キ
ー
場
ハ
ウ

ス
ま
た
は
、
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

本
部
（
盈
七
ー
二
四
九
三
番
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

バ
ッ
ジ
検
定
（
第
三
回
）

　
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
年
第
三

回
目
の
S
A
J
公
認
ス
キ
ー
バ
ッ
ジ

検
定
を
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。

■
日
時
　
三
月
八
日
㈲
十
二
時
半
～

■
会
場
　
十
日
町
市
民
ス
キ
ー
場

■
申
込
み
　
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

■
受
け
付
　
三
月
八
日
十
一
時
か
ら

　
N
H
K
テ
レ
ビ

“
民
謡
を
あ
な
た
に
”

　
二
月
二
十
八
日
ガ

　
　
　
夜
十
一
時
か
ら

雪
国
－
十
日
町
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。

物
価
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
経
済
企
画
庁
で
は
、
生
活
関
連
物

資
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
、
料
金
の
調

査
報
告
な
ど
を
し
て
く
れ
る
モ
ニ
タ

：
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
か
た
で
、
物
価
問
題

に
熱
意
を
持
つ
無
職
で
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
一
般
消
費
者
（
性
別

不
問
）
で
す
。
　
（
謝
金
一
万
二
千
円

－
年
額
）
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
市

役
所
経
済
部
商
工
課
（
B
七
－
三
一

一
一
番
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
二
月
十
五
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ク
リ
ン
ヒ
ー
タ
i

（
1
5
～
2
4
帖
用
）

中
　
　
古

十
一
万
円

除
　
　
湿
　
　
器

中
　
　
古

五
千
円

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

（
パ
リ
エ
ス
リ
i
）

〃

三
万
円
位

す
　
べ
　
り
　
台

〃

三
千
円

電
気
温
水
器

（
ミ
ニ
か
べ
か
け
式
）

〃

二
万
九
千
円

『十日町の

人に

■大黒沢東なりました』
　斉藤亮子さん
～佐渡・新穂村から～　　　　〔g〕

★
新
潟
県
の
夢
の
島
ー
佐
渡
が
島

か
ら
昨
年
の
秋
に
十
日
町
の
人
に
な

っ
た
の
は
、
斉
藤
亮
子
さ
ん
で
す
。

夫
の
勝
さ
ん
（
公
務
員
）
も
、
生
ま

れ
た
の
は
上
越
市
で
、
三
年
前
か
ら

十
日
町
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
五
年

間
の
長
い
交
際
、
そ
れ
も
遠
く
離
れ

た
二
人
は
昨
年
十
一
月
ゴ
ー
ル
イ
ン
、

晴
れ
て
十
日
町
の
人
に
な
り
ま
し
た
。

★
お
二
人
と
も
ス
ポ
：
ツ
が
好
き
で

勝
さ
ん
は
剣
道
二
段
、
亮
子
さ
ん
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
こ
の
雪
消
え
を
待
っ
て
テ
ニ

ス
を
始
め
る
計
画
も
あ
る
と
か
…
。

★
佐
渡
も
方
言
に
特
色
が
あ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
こ
に
来
て
三
カ
月
間

亮
子
さ
ん
は
慣
れ
な
い
方
言
に
苦
労

し
て
い
る
そ
う
で
す
が
　
　
　
　
「
こ

の
黒
沢
の
団
地
は
、
ゴ
ー
ギ
の
雪
で

し
ょ
」
と
見
事
に
使
い
こ
な
し
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

★
タ
食
も
す
み
、
何
ん
と
は
な
し
に

く
つ
ろ
い
で
い
る
の
が
楽
し
い
と
い

う
亮
子
さ
ん
。

「
こ
の
大
雪
が
消
え
、
話
に
聞
い
て

い
る
“
妻
有
の
春
”
を
早
く
み
た
い

で
す
ね
」
と
心
待
ち
に
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。
そ
し
て

　
一
日
も
早
く
、
こ
の
十
日
町
の
生

活
に
慣
れ
る
こ
と
。
今
は
そ
の
軌
道

を
つ
け
る
期
間
で
あ
り
、
そ
れ
を
過

ぎ
て
の
ち
、
将
来
は
、
夫
の
勝
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
自
分
た
ち
の
家
を

こ
の
十
日
町
に
建
て
る
こ
と
が
大
き

な
目
的
な
ん
で
す
…
…
…
と
力
強
い

決
心
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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窃難i海も麟鑓轟く羅鐸i勝

中学生を理解するために、専門の先生が

わかりやすくお話しします。

期日 内　　　　　　容 講　　　　師

3／5
㈲

現代高校教育が

　　目ざしているもの
　　●実業高校の場合
　　●普通高校の場合

　十日町実業高校長

佐藤　淳次先生
　　十日町高校長

板羽　政二先生

3／9
（月）

マンガ世代と

　　　　漫才ブーム

　成城大学教授

石川弘義氏

3／16
（月）

新聞には読み方がある
　立教大学教授

岡本包治氏 3／9
（月）

思　春　期　と　性
　成城大学教授

石川　弘義先生

3／20
囲

テレビとのつき合い方

　　　その利用と方法

NHK放送学研究部長

佐田一彦氏
3／20

（動

今目の高校問題の問題点

●子どもにとって高校とは

●親にとって高校とは■時間　夜7時～9時　　　　■会場　十日町市公民館（本館）

■受講は無料です。青年に限りませんので多数おいでください。

■申し込みは公民館本館（87一｛1011番）又は地区館へ。電話申

　し込みでも結構です。 3／24
図

中学生にとって

　父親とは、母親とは

　上越教育大教授

前田　　幹先生

r餅　望」レL／h　　　　　　　　　　一・

　　　難　　華　ζ

奪

第1回
2／26
困

母親が握る

　　　子どものしつけ

新潟女子短大助教授

高原　哲雄先生

第2回
3／3
　㈹

子育ての実際Pa　r　t　I

　幼児の食生活

　新潟保育専門学校

斉藤　富美先生

第3回
3／6
團

　　〃　　PartH

子どもの生活と安全

上越市高田幼稚園々長

小出タカ子先生

第4回
3／14
　（土）

子どもの体力づくりの

　　　　　ポイント
●かんたんな実技もどうぞ

新潟市沼垂幼稚園々長

塚野　村子先生

第5回
’3／25

　困

心　配　な　子　ど　も

●性格のこと、身体のこと

●カウンセリングもあります

　医　　師
桑原　貞子先生

■時間夜7時～9時
　　　（上記第“思春期と性、のみ午後2時～4時）

■会場　十日町市公民館（本館）■受講料無料

，，．灘　　青年大学講座

情報が氾濫している現代…・9

あなたにとってマスコミとは何ですか？

■時間　夜7時～9時　　　　■会場　十日町市公民館（本館）

■受講は無料です。青年に限りませんので多数おいでください。

■申し込みは公民館本館（87一｛1011番）又は地区館へ。電話申

　し込みでも結構です。

「ぶるさとの

匹季の味」
』陽を発刊

郷、土料理
構究グループ

｛輪・ろ》禽～

　公民館郷土料理研究教室の受講者有志で「ふるさと

の四季の味」・＝写真二という冊子を発刊しました。こ

の本は、今や忘れられようとしている昔ながらの料理

122種をとりあげ、四季をおって記したいわば“おふく

ろの味。を集大成したもの。3年間ふるさとの味を訪

ね郡市内各地を歩き廻り、調査をし、さらに自らその

一品一品を実習し、記録するという入念の過程を経て

作られたものです。

　講読を希望されるかたは、市内各書店か十日町市公

民館（本館）にあります。〈一冊800円＞

「ふるさとの四季の味」の中からめずらしいもの、希望の多い郷土料

理を中心に、講習会を開きます。どなたもお気軽にご参加ください。

●と　き　3月4日・11日・18日午後1時半～4時

●会場十日町市公民館調理室
●受講料　無料、ただし材料代のみ1回百円位
●指　導　いろり会（会長阿部久美子）

●申し込み　十日町公民館（87－5011番）へどうぞ・

　　　※実習のできる服装でおいでください。

（9）””1””ml“IIlll””1”llと・お”936」切らだ’」阪ロ”1”ll“”“1”””ll””””lmll””1”“（第3種郵便物認可）昭和56年2月25目

（
難
騨
徽
雛
鍔
裁
蕎
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
▲

　
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長
本

間
侃
）
で
は
、
恒
例
に
な
り
ま
し
た

ド
ラ
ム
杯
争
奪
G
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
、

や
ち
杯
争
奪
リ
ト
ル
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
大
会
、
第
一
回
マ
マ
さ
ん
ス
キ
i

大
会
を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま

す
。
多
数
の
か
た
か
ら
参
加
、
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

旧
期
日
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
一
日

㈲
　
午
前
九
時
開
会
式

■
会
場
　
十
日
町
市
民
ス
キ
i
場

繊維産業最低賃金

1日……2，814円

　（時間給…1時間352円）

ただし、糸始末、糸繰り、清掃、メリヤス製

品、縫製業など軽易な業務に主として従事す

る人…1日2，739円（時間給343円）

　効力発生日…56年2月15日

■
参
加
申
込
み
、
種
目
そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
民
ス
キ
ー
場
ハ
ウ

ス
ま
た
は
、
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

本
部
（
盈
七
ー
二
四
九
三
番
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

バ
ッ
ジ
検
定
（
第
三
回
）

　
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
年
第
三

回
目
の
S
A
J
公
認
ス
キ
ー
バ
ッ
ジ

検
定
を
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。

■
日
時
　
三
月
八
日
㈲
十
二
時
半
～

■
会
場
　
十
日
町
市
民
ス
キ
ー
場

■
申
込
み
　
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

■
受
け
付
　
三
月
八
日
十
一
時
か
ら

　
N
H
K
テ
レ
ビ

“
民
謡
を
あ
な
た
に
”

　
二
月
二
十
八
日
ガ

　
　
　
夜
十
一
時
か
ら

雪
国
－
十
日
町
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。

物
価
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
経
済
企
画
庁
で
は
、
生
活
関
連
物

資
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
、
料
金
の
調

査
報
告
な
ど
を
し
て
く
れ
る
モ
ニ
タ

：
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
か
た
で
、
物
価
問
題

に
熱
意
を
持
つ
無
職
で
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
一
般
消
費
者
（
性
別

不
問
）
で
す
。
　
（
謝
金
一
万
二
千
円

－
年
額
）
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
市

役
所
経
済
部
商
工
課
（
B
七
－
三
一

一
一
番
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
二
月
十
五
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ク
リ
ン
ヒ
ー
タ
i

（
1
5
～
2
4
帖
用
）

中
　
　
古

十
一
万
円

除
　
　
湿
　
　
器

中
　
　
古

五
千
円

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

（
パ
リ
エ
ス
リ
i
）

〃

三
万
円
位

す
　
べ
　
り
　
台

〃

三
千
円

電
気
温
水
器

（
ミ
ニ
か
べ
か
け
式
）

〃

二
万
九
千
円

『十日町の

人に

■大黒沢東なりました』
　斉藤亮子さん
～佐渡・新穂村から～　　　　〔g〕

★
新
潟
県
の
夢
の
島
ー
佐
渡
が
島

か
ら
昨
年
の
秋
に
十
日
町
の
人
に
な

っ
た
の
は
、
斉
藤
亮
子
さ
ん
で
す
。

夫
の
勝
さ
ん
（
公
務
員
）
も
、
生
ま

れ
た
の
は
上
越
市
で
、
三
年
前
か
ら

十
日
町
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
五
年

間
の
長
い
交
際
、
そ
れ
も
遠
く
離
れ

た
二
人
は
昨
年
十
一
月
ゴ
ー
ル
イ
ン
、

晴
れ
て
十
日
町
の
人
に
な
り
ま
し
た
。

★
お
二
人
と
も
ス
ポ
：
ツ
が
好
き
で

勝
さ
ん
は
剣
道
二
段
、
亮
子
さ
ん
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
こ
の
雪
消
え
を
待
っ
て
テ
ニ

ス
を
始
め
る
計
画
も
あ
る
と
か
…
。

★
佐
渡
も
方
言
に
特
色
が
あ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
こ
に
来
て
三
カ
月
間

亮
子
さ
ん
は
慣
れ
な
い
方
言
に
苦
労

し
て
い
る
そ
う
で
す
が
　
　
　
　
「
こ

の
黒
沢
の
団
地
は
、
ゴ
ー
ギ
の
雪
で

し
ょ
」
と
見
事
に
使
い
こ
な
し
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

★
タ
食
も
す
み
、
何
ん
と
は
な
し
に

く
つ
ろ
い
で
い
る
の
が
楽
し
い
と
い

う
亮
子
さ
ん
。

「
こ
の
大
雪
が
消
え
、
話
に
聞
い
て

い
る
“
妻
有
の
春
”
を
早
く
み
た
い

で
す
ね
」
と
心
待
ち
に
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。
そ
し
て

　
一
日
も
早
く
、
こ
の
十
日
町
の
生

活
に
慣
れ
る
こ
と
。
今
は
そ
の
軌
道

を
つ
け
る
期
間
で
あ
り
、
そ
れ
を
過

ぎ
て
の
ち
、
将
来
は
、
夫
の
勝
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
自
分
た
ち
の
家
を

こ
の
十
日
町
に
建
て
る
こ
と
が
大
き

な
目
的
な
ん
で
す
…
…
…
と
力
強
い

決
心
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
恵
福
園
」

で
は
、
つ
ぎ
の
要
綱
で
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

　
十
日
町
地
域
広
域
圏
（
中
魚
沼
郡
、

十
日
町
市
）
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍

を
有
し
、
か
つ
通
勤
可
能
な
人

職
種
及
び
人
員

生
活
指
導
員

事
務
員

看
護
婦

寮
父
母

栄
養
士

調
理
員

介
助
員

用
務
員

　
　
女
子
一
名

女
子
一
名

女
子
三
名

男
子
一
名
・
女
子
十
五
名

一
名
（
性
別
問
わ
ず
）

三
名
（
　
　
〃
　
　
）

男
子
一
名

男
子
一
名

3
月
分
乳
幼
児
検
診
・
育
児
相
談
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

3
自
月
4
日

　
（
水
）

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52

年
9
月

生
れ
の
人

域全

）
い

紙
さ

す
用
下

ま
ト
で

り
一
い

送
ケ
お

を
ン
は

書
ア
た

知
（
か

通
　
　
の

診
　
月

検
　
当

み
　
該

の
　
　
も

診
　
　
て

検
　
く

児
　
　
な

月
　
　
が

力
　
知

6
　
通

歳
　
人

1
　
個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

3
月
13
日

　
（
金
）

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

54

年
9
月

生
れ
の
人

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

3
月
2
5
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

55
年
H

生
れ
の
人

育
児
相
談

3
月
5
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半

～
3
時
半

吉
田
就
業
改
善

セ
　
ン
　
タ
　
ー

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

吉
田
地
区

3
丹
12
日

　
（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

3
月
16
日

　
（
月
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

3
月
1
8
日

　
（
水
〉

中
条
公
民
館

中
条
地
区

3
月
1
2
日

　
（
木
）

十
日
町
公
民
館

55
年
7
月

～
9
月
生

れ
の
人

（
該
当
外
で

も
相
談
の
あ

る
人
）

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

f
区

申
込
み
方
法
　
所
定
の
採
用
試
験
申

込
書
（
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
あ
り
）

に
本
人
自
筆
に
よ
り
申
込
む
。

申
込
先
　
〒
九
四
九
－
八
二
　
中
魚

沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
　
津
南
町

役
場
内
　
社
会
福
祉
法
人
つ
な
ん
福

祉
会
事
務
局
（
8
0
二
五
七
六
ー
五

ー
三
一
一
一
番
内
線
一
六
）

締
切
り
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
二
十

日
働
必
着
（
当
日
消
印
有
効
）

そ
の
他

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉
事

務
所
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

一
五
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

…
3
月
の
休
日
救
急
医
　
…

一
1
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
　
一

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
7
6
番
｝

一
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
一

…
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番
…

…
8
日
　
池
田
医
院
（
本
町
酉
）
　
　
…

…
　
　
　
　
8
2
の
2
5
8
1
番
㎜

一
1
5
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
　
一

…
　
　
　
　
台
2
の
2
1
7
4
番
…

…
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

…
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番
　
一

一
21
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
　
一

…
（
春
分
の
日
）
　
8
2
の
3
2
6
9
番
…

…
2
2
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

…
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番
…

…
2
9
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
　
皿

…
　
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番
…

・
静
琴虫歯の予防に手作鱗のおやっを！

　　　　　ミ轡クスパン

　　　　も　　ヂ
纏撚熱叢縣薪
　㌔
　　　　’（茎2。玉縄分）

作噸、方

⑦卵、レ愚ン、はちみつ、水1カッ

　ヅをか毒議癒て泡だて、チーズぎ

　干しブドウを入れまぜ合わせてお

　く。

②小漢粉、．砂塘、スキムミルク、塩

　ベー洋ング解ウダーをよくまぜ合

　わ嚢る。　穿

③①と②鳶ミ卿スして蒸器に入

れ30～40分蒸す．

　停電のお知らせ
　▲3月11日困　午前9時～午後
1時まで　土市第3の1部、土市

第2、太田島第3

轄
懸

　
篇
・

（沁人分）

分量
2009

409

　409
大さじ3

　2コ
大さじ1

小さじ1

　509
少　々

大さじ1

　韮’
材料と分鷺

材料
小麦粉
プロセスチーズ

スキムミルク

砂　 糖

　卵
はちみつ
レモン汁
干しブドウ

　塩
ベーキングパウダー

住　　所 氏　　名 保護者

本　町　　4 大　島　　梓 明

袋　町　東 小川　　貴弘 康　雄

下条本町 斉　藤　　学 正　男
稲荷3本通り 根津　　浩之 洋之介

川　原　町 小林　　文子 憲　次

高田町3西 羽田　貴夫 等

中条八幡 遠田　麻里 富　二
四　日　町　1 白川　　智樹 洋　平ひ

上　　　　原 大熊由香里 秀　樹

中　条　島 小林　裕史 昭　司
伊　達　　1 宮島　武男 政　男
土　市　　5 大口　智美 国　義
土　市　　5 宮沢　　陽子 日出男．

妻有町西1 玉村　　泰子 三　郎’

高田町　2 関口奈央子 伸　男

美雪町3 上村　　一成 夏　夫
原 水落　　秀人 栄　作

土　市　　1 竹内　節士 節　男

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　皿　　　　一　　　　　『　　　　　『　　　　一　　一　　　　一　　　『　　　　　一　　　闇一

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　拶磁
盈r6』厚創匿3
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水
田
再
編
対
策
要
項
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
五
十
六
年
度
・
二
七

　
五
十
三
年
か
ら
の
第
一
期
水
田
再
編
対
策
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
市
の
目
標
面
積
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
一
期
対
策
が
終
了
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
米
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
ず
、
新
た
に
、
五
十
八
年
度
ま
で
の
第
二
期
対
策
の
実

施
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
第
二
期
対
策
に
あ
た
り
、
将
来
の
農
業
情
勢
を
考
え
、

一
時
転
作
で
な
く
、
永
久
作
や
畑
作
の
産
地
化
を
図
り
、
大
豆
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
市
の
地
域
振
興
作
物
に
据
え
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
、
市
の
単

独
助
成
制
度
も
発
足
さ
せ
て
い
ま
す
、

　
市
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
二
期
対
策
と
し
て
、
国
全
体
で
　
六
十
七
万
七
千
診
に
決
め
、
市
に
対

は
、
米
の
調
整
数
量
を
毎
年
三
百
二
　
し
て
は
、
転
作
目
標
面
積
は
耕
作
面

十
万
ト
ン
、
転
作
目
標
面
積
を
全
耕
　
　
積
の
十
二
・
六
％
に
あ
た
る
二
百
九

作
面
積
の
二
十
三
・
七
％
に
あ
た
る
　
十
七
・
二
診
。
政
府
買
入
限
度
数
量

　
　
㎜
甫
鳳
民
響
酬
語
器
刷
圖
劃
鴨
開
桶

無麗

四
月
一
日

午
後
三
時
～
七
時

言、毛『凝鳳

　　　　　　羅

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室

　
市
民
と
語
る
日
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
七
十
八
組
、
四
百
三
十
一

人
の
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
内
や
団
体
、

個
人
の
考
え
で
も
何
で
も
ご
提
案
く

だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
と
ご
連
絡

は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
－
三

一
二
番
内
線
二
三
六
）
へ
。

は
　　、

五
十
六
年
度
に
つ

冷
害
を
考
慮
し
て
、

六
十
三
万
一
千
診
と
し
、

に
は
、

っ
て
い
ま
す
。

一
戸
あ
た
り
、

　
ま
た
、

万
千
九
百
六
十
一
俵
で
、

均
三
十
二
俵
、

俵
の
減
に
な
り
ま
す
。

市の転作目標薗積と実績
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